




量子論を超えるもつれが理論的には許されています。しかしながら、拡張した理論の枠組みでも、情

報不可弁別性を適用すると、得られるもつれが量子論と同じく制限されます。この結果から、量子論よ

りも正しい理論があったとしても、量子ビットに相当する情報単位間のもつれが不可弁別性から生じる

とすると、今の量子論と同じもつれの上限をもたらします。 

 

【成果の意義】 

 本研究は、我々の微視的な世界の理解を深めると同時に、広く使われている量子論の制限とその向

こうに何があるかという問いに臨んでいます。本研究成果は微視的な情報の相関の由来に対する解

釈を与え、将来の量子技術の進歩に影響を与える可能性があります。また、基礎理論として他の複雑

な理論（例えば、トポロジカル系の真空もつれなど）の理解にも利用できる可能性があります。 

 

【用語説明】 

注１ 量子もつれ：二つ以上の粒子が持っている量子的な性質の異常な相関。従来の相関より強く、量子計

算等の資源となる。 

注 2 スピン：粒子がもっている量子的な性質の一つ。電子の場合には、磁性をもたらす性質であり、光子の

場合には偏光に相当する。電子の場合、上向き・下向きの二状態しか存在しない。 

注 3 エントロピー：物理系の乱雑さを表すと言える。情報理論では、未知の情報を表す。例えば、コイントス

の結果を知らなければ、１ビットのエントロピーがあると言えるが、結果を知っているとこの１ビットはエント

ロピーと言わない。 

注 4 不可弁別性：同種粒子が区別できないことを指す。よって、その粒子の位置などを交換しても、物

理的な観測には影響を与えない。情報単位に適用すると、情報を持つもの（例えば、スピン）が区別

できないこと。時間が流れると、どの粒子（ビット）がどこに進んだのかも追えなくなる。 

注 5 量子ビット：二準位量子状態で作られたビット。古典ビットの 0/1 と同じようだが、量子状態であるため

重ね合わせも出来る（|0>+|１>）。重ねわせた状態を測定すると一つの結果（0 又は 1）が確率的に得られ

る。 
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